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再生紙を使用しております

■ ＪＲ神保原駅改札内のバリアフリー化
施設設備のため３月８日（火）よりエレ
ベーターが供用開始されました。

■ 都市計画道路（古新田四ツ谷線）が全
線開通を目指し一部整備されました。

（三田公会堂より西側を望む）（神保原本郷線、交差点より東側を望む）

※ 都市計画道路とは、都市計画法に基づ
いて都市の骨格となり、まちづくりに
大きく関わる道路のことで将来の都市
像を踏まえて計画されています。

バリアフリー化された神保原駅
整備中の都市計画道路

バリアフリー化された神保原駅
整備中の都市計画道路

バリアフリー化された神保原駅
整備中の都市計画道路

（上り線側の多機能トイレ）
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　３月定例会は、３月２日に開会され、議長
選挙、町長及び副町長の給与等の特例に関す
る条例及び教育委員会教育長の給与等の特例
に関する条例の一部を改正する条例や平成
23年度当初予算を中心とする町長提出議案
30件や請願・意見書等を審議して22日に閉
会しました。なお、予定されておりました一
般質問は、東日本大震災のため中止となりま
した。３月定例会で審議された内容をお知ら
せします。

３月定例会３月定例会
３月２日～22日

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
３
月
２
日
の
定
例
会

に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
を
い
た
だ
き
議
長
に
就
任
致

し
ま
し
た
。

　

地
方
分
権
が
進
む
な
か
、
地
方

自
治
体
に
は
自
己
決
定
・
責
任
が

求
め
ら
れ
、
地
方
議
会
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
い
っ
そ
う
重
要
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
で
も
他
の
自
治
体
と
経
済

状
況
は
多
少
の
差
は
あ
る
に
せ
よ
、

少
子
高
齢
化
の
進
む
中
で
保
険
・

福
祉
対
策
の
充
実
を
は
じ
め
子
育

て
支
援
、
教
育
の
向
上
な
ど
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
に
生
き
る
希
望
を
、
若

者
や
子
ど
も
に
は
夢
を
、
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
上
里

町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
ま

い
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
議
会

活
動
に
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

■
議
会
議
長
に
伊
藤　

裕
議
員
を
選
出

■
３
月
２
日
付
で
齊
藤
邦
明
議
員
が
議
会
議
員
を
辞
職

■ 
行
革
に
よ
り
町
長
、
副
町
長
の
給
与
20
％
、
教
育
長
は

15
％
の
削
減
を
継
続

■ 

平
成
23
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道
企
業
会
計
の

当
初
予
算
総
額
１
３
２
億
１
，６
５
５
万
６
千
円
を
可
決

◎
議
長
選
挙（
投
票
）

伊
藤　

裕　
　

７
票

納
谷
克
俊　
　

５
票

沓
澤
幸
子　
　

１
票

かみさと議会だより 平成23年6月　No.51



3

担
の
軽
減
の
た
め
、
給
与
等
の
特

例
措
置
を
継
続
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

※
審
議
結
果　

原
案
可
決

◎ 

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
特
例
条

例
及
び
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
特
例
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
行
政
改
革
の
推
進
及
び
財
政
負

担
の
軽
減
の
た
め
、
会
議
等
に
出

席
し
た
費
用
弁
償
等
の
支
給
停
止

を
継
続
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

※
審
議
結
果　

原
案
可
決

◎ 

一
般
職
職
員
等
の
旅
費
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
行
政
改
革
の
推
進
及
び
財
政
負

担
の
軽
減
の
た
め
、
旅
費
の
特
例

措
置
を
継
続
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

※
審
議
結
果　

原
案
可
決

○
少
子
化
対
策
と
し
て
平
成
22

年
度
ま
で
の
暫
定
措
置
と
さ
れ
て

い
た
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

が
、
平
成
23
年
４
月
よ
り
恒
久

化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
支
給
額

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

※
審
議
結
果　

原
案
可
決

◎ 

下
水
道
事
業
審
議
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
に
伴

い
所
掌
事
務
、
組
織
及
び
委
員
の

任
期
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

※
審
議
結
果　

原
案
可
決

◎ 

下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

○
条
例
中
の
文
言
整
理
及
び
浴
場

営
業
用
の
金
額
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

※
審
議
結
果　

原
案
可
決

◎ 

町
長
及
び
副
町
長
の
給
与
等
の

特
例
に
関
す
る
条
例
及
び
教
育

委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
行
政
改
革
の
推
進
及
び
財
政
負

成
23
年
６
月
30
日
で
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
後
任
に
大
字
三
町

の
齊
藤
建
一
氏
を
推
薦
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

※
審
議
結
果　

推
薦
に
同
意

◎ 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
委
員
で
あ
る
塚
本
一
郎
氏
が
平

成
23
年
６
月
30
日
で
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
後
任
に
大
字
七
本

木
の
根
岸
修
一
氏
を
推
薦
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

※
審
議
結
果　

推
薦
に
同
意

条
例
等
関
係

◎ 

事
務
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
埼
玉
県
か
ら
の
事
務
移
譲
に
よ

り
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

※
審
議
結
果　

原
案
可
決

◎ 

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎ 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
委
員
で
あ
る
櫻
井
よ
し
子
氏
が

平
成
23
年
６
月
30
日
で
任
期
満

了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
櫻
井
氏

を
再
任
す
る
も
の
で
す
。

※
審
議
結
果　

推
薦
に
同
意

◎ 
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
委
員
で
あ
る
杉
山
悦
子
氏
が
平

成
23
年
６
月
30
日
で
任
期
満
了

と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
杉
山
氏
を

再
任
す
る
も
の
で
す
。

※
審
議
結
果　

推
薦
に
同
意

◎ 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
委
員
で
あ
る
堀
口
正
治
氏
が
平

成
23
年
６
月
30
日
で
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
後
任
に
大
字
勅
使

河
原
の
吉
澤
英
彰
氏
を
推
薦
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

※
審
議
結
果　

推
薦
に
同
意

◎ 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
委
員
で
あ
る
安
藤
寛
和
氏
が
平

人
事
案
件

◎ 

齊
藤
邦
明
議
員
の
議
長
及
び
議

員
辞
職
許
可
に
つ
い
て

○
齊
藤
邦
明
議
員
か
ら
上
里
町
議

会
議
員
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
辞

職
に
つ
い
て
審
議
し
た
も
の
で
す
。

※
辞
職
を
許
可

　

齊
藤
邦
明
議
員
の
議
長
及
び
議

員
辞
職
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

議
長
の
辞
職
願
が
副
議
長
に
提
出

さ
れ
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

齊
藤
議
員
を
除
く
13
名
の
議
員

で
議
長
選
挙
を
実
施
し
新
議
長
が

決
定
し
ま
し
た
。
新
議
長
就
任
後
、

議
員
の
辞
職
願
が
議
長
に
提
出
さ

れ
許
可
さ
れ
議
員
辞
職
と
な
り
ま

し
た
。

◎ 

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ

い
て

○
評
価
員
の
山
下
精
治
氏
が
平
成

23
年
３
月
21
日
限
り
で
辞
職
し

た
こ
と
に
伴
い
後
任
に
高
野
正
道

氏
を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

※
審
議
結
果　

選
任
に
同
意
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道
路
廃
止
・
認
定

◎ 

道
路
線
の
廃
止
・
認
定
に
つ
い

て
○
土
地
改
良
事
業
（
上
里
西
部
）

に
よ
る
路
線
変
更
や
道
路
用
地
の

寄
付
採
納
な
ど
に
よ
り
、
21
路

線
を
廃
止
し
14
路
線
を
認
定
す

る
も
の
で
す
。

※
審
議
結
果　

原
案
可
決

指
定
管
理
者

◎ 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
（
３
件
）

○
公
の
施
設
（
ワ
ー
プ
上
里
、
か

み
さ
と
荘
、神
保
原
駅
東
駐
車
場
・

神
保
原
駅
北
自
転
車
駐
車
場
）
の

管
理
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
も

の
で
す
。

施　　　設　　　名 指定管理者の名称

上里町勤労者総合文化セ
ンター（ワープ上里）

財団法人　
上里町勤労文化協会

上里町老人福祉センター
かみさと荘

社会福祉法人　
上里町社会福祉協議会

神保原駅東駐車場・
神保原駅北自転車駐車場

財団法人　
上里町勤労文化協会

３
，
９
４
８
万
２
千
円

・
古
新
田
四
ツ
谷
線
整
備
事
業

△
８
，
５
０
０
万
円

・ 

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金 

６
４
３
万
８
千
円

・
小
学
校
管
理
運
営
事
業

６
，
６
５
７
万
４
千
円

・
図
書
館
運
営
事
業

４
８
９
万
円

※
審
議
結
果　

原
案
可
決

■
こ
の
他
に
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
神

保
原
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予

算
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
23
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
水
道
企
業
会
計
の
８
会

計
、
予
算
総
額　

１
３
２
億
１
，

６
５
５
万
６
千
円
を
慎
重
審
議
の

う
え
可
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
予

算
の
概
要
に
つ
い
て
は
、「
広
報

か
み
さ
と
４
月
号
」
に
詳
し
く
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
省
略
い

た
し
ま
す
。

・
長
及
び
議
会
議
員
選
挙
事
業

△
７
１
７
万
８
千
円

・
公
共
用
地
取
得
・
管
理
事
業

２
３
２
万
２
千
円

・
障
害
者
福
祉
事
業

２
１
６
万
３
千
円

・
子
ど
も
手
当
支
給
事
務
事
業　

△
１
１
３
万
１
千
円

・
児
童
手
当
支
給
事
業　
　
　
　

△
２
６
２
万
円

・ 

法
人
立
保
育
所
等
運
営
委
託
事

業 

２
，
５
９
２
万
６
千
円

・ 

法
人
立
保
育
所
等
運
営
助
成
事

業 

２
５
４
万
円

・ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出

金 

８
，
９
８
８
万
円

・
介
護
保
険
事
業

△
３
１
７
万
７
千
円

・
予
防
対
策
事
業

△
５
２
６
万
６
千
円

・
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

１
，
２
８
１
万
７
千
円

・
道
路
維
持
補
修
事
業７

４
１
万
円

・
道
路
新
設
改
良
事
業

５
，
８
９
９
万
８
千
円

・ 
神
保
原
駅
南
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
繰
出
金

◎ 

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

議
員
選
挙
に
つ
い
て

○
広
域
議
員
で
あ
る
齊
藤
邦
明
議

員
が
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、
新

た
に
組
合
議
員
を
選
挙
し
た
も
の

で
す
。

※
選
挙
結
果　

指
名
推
選
に
よ
り

伊
藤　

裕
議
員
が
当
選

◎ 

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

○
議
会
運
営
委
員
会
委
員
で
あ
る

伊
藤　

裕
議
員
が
議
長
に
就
任
し

欠
員
が
生
じ
た
こ
と
に
伴
い
、
後

任
に
沓
澤
幸
子
議
員
を
選
任
す
る

も
の
で
す
。

※
審
議
結
果　

選
任
に
同
意

補
正
予
算
関
係

◎
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
２
，

１
４
５
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
85
億

２
，
２
８
７
万
１
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。
主
な
歳
出
の
補
正
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
審
議
結
果　

原
案
可
決

事
務
委
託

◎ 

本
庄
市
と
の
間
の
一
般
旅
券
の

申
請
受
理
及
び
交
付
等
に
係
る

事
務
の
委
託
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て

○
一
般
旅
券
の
申
請
受
理
及
び
交

付
等
に
係
る
事
務
を
本
庄
市
に
委

託
す
る
も
の
で
す
。

※
審
議
結
果　

原
案
可
決

選
挙
関
係

かみさと議会だより 平成23年6月　No.51
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 （単位：千円）

会　　計　　名 23年度予算額 22年度予算額 増 減 額 増 減 率

一　般　会　計 7,600 ,300 7,427 ,000 173,300 2.3%

特　別　会　計 4,295 ,424 4,128 ,877 166,547 4.0%

国 民 健 康 保 険 2,706 ,553 2,669 ,934 36,619 1.4%

介 護 保 険 1,347 ,457 1,192 ,326 155,131 13.0%

後 期 高 齢 者 医 療 192,894 198,704 △5,810 △2.9%

駅南土地区画整理事業 48,520 67,913 △19,393 △28.6%

公営企業会計 1,320 ,832 1,086 ,697 234,135 21.5%

公 共 下 水 道 414,209 319,923 94,286 29.5%

農 業 集 落 排 水 事 業 11,045 11,749 △704 △6.0%

水 道 事 業 895,578 755,025 140,553 18.6%

合　　　　　計 13,216 ,556 12,642 ,574 573,982 4.5%

※ 水道事業は、収益的収入と資本的収入の合計額

件　　名 提　出　者 審査結果

環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）
への加入に反対する請願書

埼玉県農民運動連合会上里農民連
　　支部長　野本家六

継続審査

環太平洋連携協定（TPP）交渉への参
加に反対する意見書の提出について

上里町農業委員会
　　会　長　田村好郎

継続審査

平成23年度一般会計・特別会計予算集計表

請願・陳情の審査結果

かみさと議会だより 平成23年6月　No.51
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　３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う大津波により、東北地方、関東地方
に未曾有の人的・物的被害をもたらしました。
　加えて、東京電力福島原子力発電所の事故は極めて深刻で、放射性物質の飛散などに
より広範囲の国民に健康被害をもたらす恐れが生じています。
　こうした事態に国及び自治体、関係機関は全力で対策を講じているところであります
が、被災状況の把握、被災者の救援、被害の拡大防止に向けた取り組み、加えて交通事情、
電力事情等の悪化もあり、それらの対策に全国民が注視しているところです。
　上里町議会は、今回の東日本大震災で被災された犠牲者、そのご家族に深甚なる哀悼
の意を表明するとともに、被災者の迅速な支援、被災地復興のために全力を傾注して取
り組むべきと考えます。
　よって、政府及び関係機関におかれましては、事態の重大さに鑑み、全自治体、国民
の総力を効果的に結集する体制を構築し、行動されるよう要望するものです。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　　　平成23年３月22日
埼玉県児玉郡上里町議会　　

※審議結果　原案可決

　３月11日（金）に発生しました東日本大震災により、亡くなられた方々のご冥福をお祈り
申し上げますとともに被災された皆様、そのご家族の方々に対しまして心よりお見舞い申し
上げます。一日も早い復旧、復興をお祈り申し上げます。

上里町議会が政府に提出した意見書

東日本大震災に伴う被災者支援と被災地復興のために迅速な対応を求める意見書

かみさと議会だより 平成23年6月　No.51
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１　

既
存
の
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

の
回
収
に
つ
い
て

①
今
年
９
月
か
ら
使
い
捨
て
ラ
イ

タ
ー
に
安
全
基
準
が
導
入
さ
れ
る

の
に
伴
い
、
家
庭
な
ど
で
眠
る
既

存
ラ
イ
タ
ー
を
ど
の
よ
う
な
方
法

で
回
収
す
る
か
に
つ
い
て

２　

上
里
中
学
校
建
て
替
え
に
お

け
る
教
室
の
木
質
化
に
つ
い
て

①
上
里
中
学
校
建
て
替
え
に
つ
い

て
、
耐
震
工
事
化
で
埼
玉
県
産
木

材
を
使
用
し
て
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
２
）
吸
収
の
推
進
を
計
る
こ
と

で
環
境
、
地
産
地
消
へ
の
貢
献
を

示
す
こ
と
に
つ
い
て

３　
「
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
」

の
導
入
に
つ
い
て

①
上
里
町
に
お
け
る
「
デ
マ
ン
ド

交
通
シ
ス
テ
ム
」
の
運
行
計
画
の

進
捗
状
況
は
現
在
ど
の
よ
う
な
状

況
に
あ
り
、
ま
た
今
後
、
何
年
の

何
月
頃
ま
で
に
実
際
に
運
行
で
き

る
よ
う
に
な
る
か
に
つ
い
て

４　

Ｉ
Ｔ
機
器
の
省
エ
ネ
化
に
つ

い
て

①
上
里
町
役
場
の
Ｉ
Ｔ
機
器
の
省

エ
ネ
化
と
パ
ソ
コ
ン
の
電
力
３
割

削
減
目
標
計
画
に
つ
い
て

５　

子
ど
も
手
当
の
運
用
方
法
に

つ
い
て

①
子
ど
も
手
当
か
ら
の
学
校
給
食

費
や
修
学
旅
行
費
・
教
材
費
・
学

級
費
・
児
童
会
費
・
生
徒
会
費
及

び
幼
稚
園
の
授
業
料
な
ど
を
徴
収

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
つ
い

て

１　

軽
自
動
車
（
１
２
５
㏄
以
下

等
）
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
製
作
に
つ
い
て

①
軽
自
動
車（
１
２
５
㏄
以
下
等
）

の
台
数
と
税
額
の
調
停
額
に
つ
い

て②
町
制
施
行
40
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
軽
自
動
車
（
１
２
５
㏄

以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ
等
）
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
製
作

に
つ
い
て

２　

学
校
給
食
費
の
未
納
問
題
に

つ
い
て

①
町
内
の
各
小
学
校
別
の
学
校
給

食
費
の
「
現
年
度
分
未
納
者
数
と

未
納
金
額
、
又
、
過
年
度
分
滞
納

者
数
と
滞
納
金
額
」
に
つ
い
て

②
町
内
各
小
中
学
校
で
は
学
校
給

食
費
未
納
保
護
者
に
対
し
て
、
現

在
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い

ま
す
か
。
又
、
町
の
指
導
に
つ
い

て③
経
済
的
な
理
由
な
ど
の
事
情
が

無
く
、
支
払
い
能
力
が
あ
り
な
が

ら
も
小
中
学
校
の
学
校
給
食
費
を

長
期
間
滞
納
し
て
い
る
世
帯
の
保

護
者
が
存
在
し
た
場
合
の
町
の
考

え
方
（
法
的
措
置
）
に
つ
い
て

３　
「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
及

び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
」
の
現
状

と
対
策
に
つ
い
て

①
町
内
の
「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
世
帯
」
と
「
高
齢
者
の
み
の
世

帯
」
の
世
帯
数
に
つ
い
て

②
孤
立
化
や
虐
待
等
の
リ
ス
ク
が

高
い
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
の
情
報

を
早
期
に
入
手
し
、
早
期
発
見
に

つ
な
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
の
町
の
対
策
に
つ
い
て

③
高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
や
生
活

機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
為
、
要

支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
恐
れ

が
あ
る
方
や
、
す
べ
て
の
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
事
業
の

考
え
方
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

④
高
齢
者
の
一
人
一
人
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た

生
活
を
送
る
為
、
地
域
で
の
支
え

あ
い
活
動
の
普
及
を
図
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
の
強
化
に
つ
い
て

⑤
買
い
物
弱
者
（
買
い
物
難
民
）

の
現
状
と
対
応
策
に
つ
い
て

一
般
質
問

　予定されていた一般質問は、東日本大震災によるこれまでに経験
した事のない非常事態で住民生活への対応を最優先すること、また、
計画停電の実施による住民の問い合わせや、その後の不測の事態に
職員が対応に専念できるようにしておく必要があると判断したため
に中止となりました。通告されていた質問事項を掲載します。

議
席
番
号

８
番

新　

井　
　
　

實

議
席
番
号

１
番

植　

原　

育　

雄

かみさと議会だより 平成23年6月　No.51



8

１　

上
里
町
庁
舎
内
の
安
全
管
理

に
つ
い
て

①
夜
間
・
土
休
日
の
役
場
庁
舎
内

の
出
入
り
に
つ
い
て

②
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
つ
い
て

２　

教
育
行
政
重
点
施
策
に
つ
い

て①
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
の

確
保
に
つ
い
て

②
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
向
上

に
つ
い
て

３　

災
害
時
応
援
協
定
に
つ
い
て

①
上
里
町
と
民
間
事
業
者
と
の
協

定
に
つ
い
て

②
上
里
町
と
他
の
自
治
体
間
の
相

互
協
定
・
姉
妹
都
市
に
つ
い
て

１　

中
小
企
業
・
業
者
支
援
と
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

①
中
小
企
業
・
業
者
・
農
業
者
の

営
業
と
く
ら
し
の
聞
き
取
り
調
査

実
施
に
つ
い
て

②
中
小
企
業
振
興
条
例
作
成
に
つ

い
て

③
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
拡
充

に
つ
い
て

④
小
規
模
工
事
登
録
制
度
の
実
態

と
拡
充
に
つ
い
て

⑤
側
溝
掃
除
の
住
民
負
担
を
軽
減

し
、
業
者
委
託
で
仕
事
を
確
保
す

る
こ
と
に
つ
い
て

２　

ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て

①
資
源
回
収
の
情
報
を
提
供
し
、

さ
ら
な
る
資
源
活
用
を
図
る
こ
と

に
つ
い
て

②
指
定
袋
以
外
の
透
明
袋
の
活
用

と
ゴ
ミ
収
集
回
数
に
つ
い
て

３　

学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
増
加

と
子
ど
も
達
の
生
活
実
態
に
つ
い
て

①
神
川
町
の
よ
う
に
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
は
ど
う
か

②
放
課
後
保
育
に
携
わ
っ
て
い
る

指
導
員
な
ど
幅
広
い
住
民
の
意
見

を
聞
く
こ
と
に
つ
い
て

③
子
ど
も
達
の
抱
え
て
い
る
問
題

に
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か

（
長
期
欠
席
等
、
児
童
・
生
徒
の

実
態
に
つ
い
て
）

１　

町
政
の
「
見
え
る
化
」
の
推

進
に
つ
い
て

①
住
民
参
加
型
の
外
部
評
価
の
導

入
に
つ
い
て

２　

保
健
・
医
療
対
策
に
つ
い
て

①
医
療
費
の
抑
制
に
つ
い
て

②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬

品
の
普
及
に
つ
い
て

３　

人
権
・
福
祉
に
つ
い
て

①
日
常
生
活
自
立
支
援
に
つ
い
て

②
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

③
後
見
人
の
支
援
に
つ
い
て

４　

教
育
行
政
に
つ
い
て

①
小
中
学
生
の
携
帯
電
話
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
（
閲
覧
制
限
）
の
利
用

促
進
に
つ
い
て

②
小
１
問
題
（（
小
１
プ
ロ
ブ
レ

ム
）
に
つ
い
て

③
校
庭
の
芝
生
化
「
鳥
取
方
式
」

の
導
入
に
つ
い
て

５　
「
ぐ
る
っ
と
埼
玉
サ
イ
ク
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
構
想
に
つ
い
て

①
自
転
車
で
走
り
や
す
い
街
づ
く

り
の
整
備
に
つ
い
て

１　

上
里
中
学
校
の
耐
震
化
に
つ

い
て

①
基
本
設
計
業
務
委
託
業
者
の
選

定
方
法
に
つ
い
て

②
工
事
の
発
注
方
法
に
つ
い
て

③
事
業
実
施
に
お
け
る
職
員
体
制

に
つ
い
て

２　

上
里
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
周
辺

地
区
整
備
事
業
に
つ
い
て

①
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

②
事
業
実
施
に
お
け
る
職
員
体
制

に
つ
い
て

３　

職
員
の
懲
戒
処
分
に
つ
い
て

①
処
分
内
容
の
妥
当
性
、
公
平
性

に
つ
い
て

４　

懸
案
事
項
に
つ
い
て

①
新
た
な
交
番
の
設
置
要
望
に
つ

い
て

②
福
祉
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

③
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
保
健

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

④
神
保
原
本
郷
線
の
南
側
（
児
玉

工
業
団
地
ま
で
）
へ
の
延
伸
に
つ

い
て

議
席
番
号

２
番

山　

下　

博　

一

議
席
番
号

10
番

沓　

澤　

幸　

子

議
席
番
号

６
番

中　

島　

美　

晴

議
席
番
号

５
番

納　

谷　

克　

俊

かみさと議会だより 平成23年6月　No.51
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上
里
町
議
会
議
員
は
、
定
期
的

に
開
か
れ
る
定
例
会
と
必
要
に
応

じ
て
開
か
れ
る
臨
時
会
及
び
全
員

協
議
会
、
各
常
任
委
員
会
（
総
務

経
済
常
任
委
員
会
・
文
教
厚
生
常

任
委
員
会
）・
議
会
運
営
委
員
会
・

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
の
出
席

の
他
に
、一
部
事
務
組
合
議
会（
児

玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

や
本
庄
上
里
学
校
給
食
組
合
議

会
）
に
上
里
町
議
会
よ
り
選
出
さ

れ
て
出
席
し
て
い
ま
す
。（
※
一

部
事
務
組
合
と
は
、
行
政
の
能
率

化
、
効
率
化
を
図
る
た
め
特
定
の

事
務
を
近
隣
市
町
と
共
同
処
理
で

設
立
す
る
組
合
の
こ
と
で
現
在
２

つ
の
事
務
組
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

は
１
市
３
町
（
本
庄
市
、
美
里
町
、

神
川
町
、
上
里
町
）
で
組
織
さ
れ

消
防
・
斎
場
・
し
尿
処
理
・
ご
み
処

理
等
を
運
営
し
て
お
り
議
会
議
員

定
数
は
12
名
で
上
里
町
か
ら
２

名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
庄
上
里
学
校
給
食
組
合
は
１

市
１
町
「
本
庄
市
（
旧
児
玉
町
を

除
く
）、
上
里
町
」
で
組
織
さ
れ

本
庄
市
・
上
里
町
の
小
中
学
校
の

給
食
を
調
理
運
営
し
て
お
り
議
会

議
員
定
数
は
、
10
名
で
上
里
町

か
ら
３
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
町
村
議
会
と
同
様
に
、
各
組

合
と
も
仕
事
が
適
正
に
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た

め
の
機
関
と
し
て
組
合
議
会
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
組
合
へ

の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
各
市
町

■児玉郡市広域市町村圏組合
市町名 負  担  金 市町名 負　担　金

本庄市 21億7,941万1千円 神川町 5億4,524万8千円

美里町 4億3,622万9千円 上里町 8億8,943万2千円

各施設の歳出予算
　・消防 20億 776万6千円
　・こだま聖苑（斎場） 6,012万8千円
　・小山川クリーンセンター　 9億9,176万6千円
　・利根グリーンセンター 1億8,321万6千円
　・湯かっこ 5,160万7千円
　・寿楽園　 8,439万7千円
　・埋立最終処分地　 1,965万1千円

■本庄上里学校給食組合
市町名 負  担  金 市町名 負  担  金

本庄市 2億7,045万7千円 上里町 1億6,536万円

の
議
会
で
審
議
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
一
部
組
合
の
事
業
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
、
組
合
議
会
で
審
議

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
定
例
会
・
臨

時
会
の
開
催
に
よ
り
一
般
会
計
予

算
決
算
、
補
正
予
算
、
人
事
案
件
、

条
例
の
制
定
等
を
審
議
す
る
他
に

各
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

の
平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算

は
49
億
６
５
０
万
５
千
円
で
、

上
里
町
の
負
担
分
は
８
億
８
，
９

４
３
万
２
千
円
で
す
。
ま
た
、
本

庄
上
里
学
校
給
食
組
合
の
平
成

23
年
度
一
般
会
計
予
算
は
８
億

２
，
４
４
１
万
１
千
円
で
、
上
里

町
の
負
担
分
は
１
億
６
，
５
３
６

万
円
で
す
。

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
・

本
庄
上
里
学
校
給
食
組
合
議
会

(
)
一
部
事
務
組
合
議
会

かみさと議会だより 平成23年6月　No.51
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６月定例会を傍聴しませんか
■手続きは簡単です■

６月定例会は、６月２日（木）に開会の予定です
尚、一般質問は２日、３日の二日間です

●お問い合わせは議会事務局へ
電話３５－１２１６（直通）

※事務局人事異動
　４月１日付で人事異動が行われ、須
田次長が健康保険課（保健センター）
に転出され、水道課から戸矢主任が着
任しました。

委　
　

員

副
委
員
長

委
員
長

区　
　

分

植
井
敏
夫

中
島
美
晴

小
暮
敏
美

根
岸
　

晃

山
下
博
一

納
谷
克
俊

総

務

経

済

常
任
委
員
会

高
橋
正
行

荒
井
　

肇

沓
澤
幸
子

高
橋
　

仁

伊
藤
　

裕

植
原
育
雄

新
井
　

實

文

教

厚

生

常
任
委
員
会

植
井
敏
夫

荒
井
　

肇

沓
澤
幸
子

高
橋
　

仁

中
島
美
晴

小
暮
敏
美

議

会

運

営

委

員

会

上
里
町
議
会
構
成
表

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日
現
在

議　
　
　

長　
　

伊　

藤　
　
　

裕

副　

議　

長　
　

高　

橋　

正　

行

上
里
町
議
会
委
員
会
構
成

議 会 日 誌
３　月

１日　埼玉県町村議会議長会定期総会
２日　３月定例会初日、開会、町長の

施政方針及び行政報告
４日　議案審議（条例等、22年度補正

予算）
７日　議案審議（22年度補正予算、23

年度当初予算）
８日　全員協議会
９日　議案審議（23年度当初予算）
10日　議案審議（23年度当初予算）
14日　常任委員会（請願等審査）
15日　中学校卒業式
16日　一般質問（中止）
22日　議案審議、定例会最終日・閉会
24日　小学校卒業式
25日　広域圏組合議会

４　月
８日　小・中学校入学式
16日　上里町消防団辞令交付式
20日　議会だより編集委員会
21日　坂東上流水害予防組合・水防協

議会総会
27日　全員協議会

５　月
12日　議会だより編集委員会
19日　全員協議会
20日　本庄地方拠点都市地域整備推進

協議会総会
20日　本庄地方防犯協会総会
23日　常任委員会（請願等審査）
24日　議会運営委員会
26日　児玉郡町議会議長会総会
27日　高崎線輸送力増強推進協議会総

会

　

３
月
１
日
に
さ
い
た
ま
市
で
開

催
さ
れ
た
、
平
成
22
年
度
埼
玉

県
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
伝
達
さ

れ
た
自
治
功
労
者
の
表
彰
が
あ
り

ま
し
た
。
当
議
会
か
ら
小
暮
議
員

が
議
員
在
職
15
年
以
上
に
亘
る

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
暮
敏
美
議
員
全
国
町
村
議
会

議
長
会
か
ら
自
治
功
労
表
彰

再生紙を使用しております

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長

中
島
美
晴

副
委
員
長

山
下
博
一

委

員

植
原
育
雄

納
谷
克
俊

新
井
　

實

小
暮
敏
美

�

�

�

�

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
ヶ
月
余
。

今
な
お
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
方
々
が
大
勢
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
迎
え
た
「
母

の
日
」、
宮
城
県
名
取
市
の
朝
市

で
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、
テ
レ
ビ

で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

津
波
で
畑
も
海
水
や
泥
を
被
り
、

枯
れ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
し

た
が
津
波
に
耐
え
、
花
を
咲
か
せ

た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
。

　

生
産
者
の
方
は
、「
花
が
元
気

を
く
れ
た
。
花
が
被
災
者
の
力
に

な
れ
た
ら
、う
れ
し
い
。」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
日
本

は
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
。

　

私
た
ち
も
、「
支
え
あ
う
社
会
」

を
作
る
た
め
に
、
歩
ん
で
参
り
ま

す
。
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